
アジ研ワールド・トレンド No.130（2006．７）─2829─アジ研ワールド・トレンド No.130（2006．７）

幻のタイ二○○六年四月総選挙｜民主主義を揺るがす狂躁

Trend Report Trend Report
トレンド・リポート

二
○
○
六
年
五
月
八
日
に
タ
イ
の
憲
法
裁
判
所

は
、
四
月
二
日
に
実
施
さ
れ
た
下
院
総
選
挙
の
無

効
を
決
定
し
た
。
①
実
質
的
に
は
与
党
だ
け
が
候

補
者
を
立
て
、
当
選
者
の
確
定
に
手
間
取
る
と
い

う
公
平
で
も
民
主
的
で
も
な
い
結
果
を
招
い
た
拙

劣
な
選
挙
日
程
、
②
覗
き
見
可
能
な
投
票
用
紙
記

入
台
の
採
用
、
こ
の
二
点
が
憲
法
に
違
反
し
て
い

る
と
い
う
の
が
理
由
で
あ
っ
た
。
一
四
名
の
判
事

中
六
名
が
①
と
②
、
二
名
が
②
だ
け
を
違
憲
無
効

の
理
由
と
し
て
い
た
。

こ
の
多
数
派
意
見
は
奇
々
怪
々
で
あ
る
。
憲
法

は
国
会
解
散
の
場
合
に
は
六
○
日
以
内
に
総
選
挙

実
施
と
定
め
て
お
り
、
今
回
は
二
月
二
四
日
の
解

散
か
ら
三
七
日
後
に
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
日
程
に

違
法
性
は
見
出
し
が
た
い
。
次
に
投
票
所
係
員
に

背
を
向
け
て
記
入
す
る
方
式
は
、
日
本
を
含
め
て

多
く
の
国
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。
タ
イ
で
も
前
年

七
月
の
全
国
三
四
九
九
の
区
自
治
体
の
選
挙
で
導

入
済
み
で
あ
り
、
何
も
問
題
は
な
か
っ
た
。
憲
法

裁
は
こ
の
二
つ
の
要
因
と
、
四
月
総
選
挙
に
ま
つ

わ
る
難
点
の
間
の
因
果
関
係
を
示
せ
て
は
い
な
い
。

だ
が
、
野
党
、
活
字
メ
デ
ィ
ア
、
少
な
か
ら
ぬ

国
民
は
こ
の
判
断
に
快
哉
を
叫
ん
だ
。
総
選
挙
の

無
効
と
や
り
直
し
と
い
う
彼
ら
の
主
張
が
通
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
理
由
付
け
は
ど
う
で
も
よ
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
は
き
わ
め
て
由
々
し
い
事
態
で
あ
る
。
民

主
化
へ
の
寄
与
と
い
う
思
い
違
い
の
も
と
に
、
脱

民
主
化
が
着
々
と
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
国
会
解
散
後
の
政
局
は
、
民
主
主
義
を
危
機

に
陥
れ
、
国
王
を
窮
地
に
追
い
込
み
、
つ
い
に
は

法
の
支
配
を
脅
か
し
始
め
た
。
憲
法
裁
判
所
が
政

治
判
断
を
下
す
の
は
自
傷
行
為
で
あ
る
。
辻
褄
合

わ
せ
の
た
め
に
違
法
な
決
定
が
さ
ら
に
下
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
。
司
法
権
力
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
、

つ
ま
り
超
法
規
的
政
変
へ
と
発
展
す
る
可
能
性
す

ら
秘
め
て
い
る
。

な
ぜ
こ
ん
な
事
態
を
迎
え
た
の
か
。
二
○
○
一

年
二
月
以
来
政
権
を
握
り
、
二
○
○
五
年
二
月
の

総
選
挙
で
下
院
議
席
の
四
分
の
三
を
獲
得
す
る
圧

勝
を
お
さ
め
た
タ
イ
ラ
ッ
ク
タ
イ
党
（
以
下
、
Ｔ

Ｒ
Ｔ
）
の
タ
ッ
ク
シ
ン
首
相
を
手
段
を
選
ば
ず
追

い
落
と
そ
う
と
す
る
勢
力
の
ゆ
え
で
あ
っ
た
。
①

首
相
の
辞
任
を
求
め
て
デ
モ
や
集
会
を
繰
り
返
し

た
民
主
主
義
の
た
め
の
国
民
連
合
（
以
下
、
連

合
）、
②
総
選
挙
を
拒
否
し
た
野
党
、
③
両
勢
力

を
後
押
し
し
た
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
、
の
三
つ
が
重

要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
勢
力
が
圧
力
を
か
け
た
相

手
は
首
相
と
国
王
で
あ
っ
た
。

以
下
で
は
、
国
会
解
散
に
始
ま
り
総
選
挙
実
施

か
ら
そ
の
無
効
決
定
に
至
る
政
局
を
簡
単
に
振
り

返
り
、
迷
走
の
主
因
が
国
王
へ
の
過
大
な
ま
で
の

信
頼
に
あ
る
こ
と
を
示
し
つ
つ
、
こ
の
政
変
劇
が

タ
イ
の
民
主
政
治
に
と
っ
て
い
か
な
る
意
味
を
持

っ
て
い
る
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

●
国
会
解
散

会
計
監
査
院
人
事
を
め
ぐ
る
国
王
の
不
興
が
取

り
沙
汰
さ
れ
る
中
、
二
○
○
五
年
七
月
に
Ｔ
Ｒ
Ｔ

の
比
例
区
議
員
が
『
王
権
』
と
い
う
書
物
を
著
し

て
首
相
の
国
王
軽
視
を
批
判
し
た
。
著
名
な
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
ソ
ン
テ
ィ
は
こ
れ
を
全
面
的
に
支

持
し
、
放
送
公
社
の
Ｔ
Ｖ
局
（
チ
ャ
ン
ネ
ル
９
）

で
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
番
組
の
放
送
を
同
年
九
月
に

打
ち
切
ら
れ
た
。
ソ
ン
テ
ィ
は
対
抗
し
て
、
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
を
毎
週
金
曜
日
夜
に
ビ
ジ
ネ
ス
街
に
近

接
す
る
公
園
で
開
く
よ
う
に
な
り
、
首
相
批
判
を

繰
り
返
し
た
。
ソ
ン
テ
ィ
は
シ
ョ
ー
を
自
社
の
新

聞
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
（
Ａ
Ｓ
Ｔ

Ｖ
）
で
売
り
物
に
し
た
。

英
字
紙
『
ネ
ー
シ
ョ
ン
』
は
一
月
一
三
日
に

「
集
会
が
燃
料
切
れ
」
と
報
じ
て
い
た
。
首
相
批

幻
の
タ
イ
二
○
○
六
年
四
月
総
選
挙

 
̶

民
主
主
義
を
揺
る
が
す
狂
躁

玉
田
芳
史
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判
集
会
と
し
て
人
気
を
集
め
て
い
た
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
も
一
二
月
以
後
は
参
加
者
が
減
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
集
会
の
息
を
吹
き
返
さ
せ
る
事

件
が
一
月
二
三
日
に
起
き
た
。
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
社
が
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
資
本
へ
の
身
売
り
を
発
表
し
た
の
で

あ
る
。
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
社
は
傘
下
に
携
帯
電
話
、
放
送

衛
星
、
Ｔ
Ｖ
局
な
ど
の
企
業
を
抱
え
る
首
相
一
家

の
持
ち
株
会
社
で
あ
る
。
首
相
一
家
が
所
有
す
る

上
場
株
式
の
時
価
総
額
は
二
○
○
五
年
に
は
タ
イ

で
ト
ッ
プ
で
あ
り
、
売
却
金
額
は
七
三
三
億
バ
ー

ツ
（
約
二
三
○
○
億
円
）
と
巨
額
で
あ
っ
た
。

こ
の
売
却
は
い
く
つ
か
の
理
由
に
よ
り
格
好
の

攻
撃
材
料
に
な
っ
た
。
売
却
相
手
が
外
資
で
あ
っ

た
こ
と
が
タ
イ
人
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
意
識
を
喚

起
し
た
。
売
却
直
前
に
政
府
は
通
信
事
業
法
を
改

正
し
て
携
帯
電
話
会
社
へ
の
外
資
の
出
資
比
率
上

限
を
引
き
上
げ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
首
相
一
家
は

株
式
譲
渡
利
益
へ
の
課
税
を
一
切
免
れ
て
い
た
。

首
相
批
判
に
一
気
に
弾
み
が
つ
き
、
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
の
聴
衆
は
「
連
合
」
へ
と
発
展
し
、「
救
国
」

と
書
い
た
鉢
巻
き
を
締
め
て
「
売
国
奴
」
の
退
陣

を
強
く
要
求
す
る
こ
と
に
な
る
。

ソ
ン
テ
ィ
は
二
月
四
日
の
土
曜
日
に
は
政
府
官

邸
や
国
会
に
近
い
広
場
で
首
相
退
陣
要
求
集
会
を

開
い
た
。
五
万
人
を
超
え
る
人
々
が
集
ま
り
、
国

王
に
首
相
の
解
任
を
請
願
し
た
。
ソ
ン
テ
ィ
は
翌

週
も
同
じ
場
所
で
集
会
を
開
き
、
次
は
参
加
者
を

も
っ
と
増
や
す
た
め
に
場
所
を
王
宮
前
の
広
場
サ

ナ
ー
ム
ル
ワ
ン
へ
移
し
二
六
日
の
日
曜
日
に
開
く

こ
と
に
し
た
。
す
る
と
一
八
日
に
チ
ャ
ム
ロ
ー
ン

が
集
会
へ
の
加
勢
を
表
明
し
た
。
彼
は
一
九
九
二

年
に
首
相
を
退
陣
に
追
い
込
ん
だ
大
規
模
集
会
の

指
導
者
で
あ
る
。
そ
の
時
と
同
様
に
異
端
教
団
サ

ン
テ
ィ
・
ア
ソ
ー
ク
の
メ
ン
バ
ー
を
伴
っ
て
お
り
、

首
相
辞
任
ま
で
一
歩
も
引
か
な
い
と
予
想
さ
れ
た
。

こ
の
た
め
、
タ
ッ
ク
シ
ン
の
動
き
は
慌
た
だ
し

く
な
っ
た
。
二
三
日
に
国
王
の
政
治
顧
問
役
の
枢

密
院
議
長
プ
レ
ー
ム
と
会
見
し
、
翌
日
に
は
国
王

に
謁
見
し
た
。
国
王
の
裁
可
を
得
る
や
た
だ
ち
に
、

下
院
の
解
散
と
四
月
二
日
総
選
挙
を
発
表
し
た
。

●
選
挙
ボ
イ
コ
ッ
ト

野
党
は
た
と
え
過
半
数
を
握
れ
な
く
て
も
、
前

回
の
惨
敗
と
今
回
の
追
い
風
の
ゆ
え
に
、
議
席
を

増
や
せ
る
公
算
が
き
わ
め
て
高
か
っ
た
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
選
挙
と
い
う
リ
ン
グ
に
上
る
こ

と
を
拒
否
し
、
連
合
と
共
に
場
外
乱
闘
に
専
念
す

る
こ
と
に
な
る
。

解
散
前
の
国
会
で
議
席
を
持
つ
政
党
は
四
つ
あ

っ
た
。
与
党
Ｔ
Ｒ
Ｔ
の
ほ
か
は
、
民
主
、
チ
ャ
ー

ト
タ
イ
、
マ
ハ
ー
チ
ョ
ン
の
三
党
で
あ
っ
た
。
野

党
は
民
主
党
が
主
導
権
を
握
っ
て
候
補
者
の
擁
立

を
見
送
っ
た
。
そ
の
言
い
分
は
こ
う
で
あ
っ
た
。

第
一
に
、
選
挙
実
施
に
は
正
当
な
理
由
が
な
い
。

首
相
が
辞
任
す
べ
き
と
こ
ろ
、
国
会
を
解
散
す
る

の
は
下
院
へ
の
責
任
転
嫁
で
あ
る
。
第
二
に
、
政

府
は
勝
利
の
た
め
に
不
正
な
手
段
を
講
じ
る
に
違

い
な
い
。
第
三
に
、
選
挙
は
利
権
追
求
と
い
う
埃

に
ま
み
れ
た
タ
ッ
ク
シ
ン
首
相
を
洗
浄
す
る

（「
禊
ぎ
」）
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
百
害
あ
っ
て
一

利
な
し
で
あ
る
。

ボ
イ
コ
ッ
ト
の
本
当
の
理
由
は
勝
算
が
な
い
こ

と
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
野
党
は
解
散
が
な
い
と
確

信
し
て
い
た
た
め
、
総
選
挙
へ
の
備
え
が
皆
無
で

あ
っ
た
。
第
二
に
、
議
席
の
四
分
の
三
を
握
る
Ｔ

Ｒ
Ｔ
の
優
位
は
動
か
な
か
っ
た
。
第
三
に
、
野
党

に
は
資
金
が
な
か
っ
た
。

●
国
王
頼
み

野
党
と
連
合
は
国
会
解
散
後
も
集
会
や
デ
モ
を

続
け
て
首
相
の
退
陣
を
要
求
し
た
。
連
合
は
三
月

に
は
政
府
官
邸
前
の
道
路
を
占
拠
し
て
常
駐
し
、

ビ
ジ
ネ
ス
街
、
繁
華
街
、
官
庁
に
も
時
折
繰
り
出

し
て
首
相
に
圧
力
を
か
け
た
。

し
か
し
、
首
相
は
圧
力
に
屈
し
な
か
っ
た
。
首

相
が
辞
任
す
れ
ば
資
産
を
没
収
す
る
と
連
合
の
ソ

ン
テ
ィ
が
声
高
に
叫
ん
で
い
た
の
が
一
因
で
あ
る
。

連
座
す
る
可
能
性
が
高
い
政
権
幹
部
も
首
相
辞
任

に
は
断
固
と
し
て
応
じ
ら
れ
な
い
。
他
方
で
、
首

相
は
民
主
政
治
の
ル
ー
ル
に
則
っ
た
選
挙
で
の
決

着
を
主
張
し
、
与
党
が
過
半
数
の
票
を
得
ら
れ
な

け
れ
ば
首
相
就
任
を
辞
退
す
る
と
宣
言
し
た
。
さ

ら
に
三
月
末
に
は
、
総
選
挙
後
に
は
与
党
の
み
な

ら
ず
、
野
党
や
有
識
者
を
加
え
た
挙
国
一
致
政
権

を
樹
立
し
て
和
解
を
目
指
そ
う
と
提
案
し
た
。
し

か
し
、
野
党
や
連
合
は
こ
の
提
案
を
一
蹴
し
て
、

首
相
辞
任
の
み
に
固
執
し
た
。

首
相
が
応
じ
る
は
ず
が
な
い
こ
と
が
明
確
に
な

っ
た
後
に
も
、
野
党
や
連
合
が
執
拗
に
辞
任
を
要

求
し
続
け
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
一
つ
に
は
、

首
相
叩
き
は
唯
一
の
得
点
源
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、

経
済
状
況
が
追
い
風
に
な
っ
て
い
た
。『
タ
イ
・

ポ
ス
ト
』
紙
が
二
○
○
六
年
三
月
三
○
日
「
タ
イ
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経
済
は
持
続
的
に
成
長
し
て
お
り
、
タ
ッ
ク
シ
ン

体
制
に
終
止
符
」
と
題
す
る
社
説
を
掲
げ
た
よ
う

に
、
苦
境
に
喘
い
で
い
た
タ
イ
経
済
は
、
二
○
○

一
年
発
足
の
タ
ッ
ク
シ
ン
政
権
下
で
回
復
し
、
し

か
も
二
○
○
五
年
に
は
頭
打
ち
感
が
出
て
い
た
。

タ
ッ
ク
シ
ン
が
首
相
を
続
け
て
も
、
格
段
の
成
長

は
も
は
や
望
め
な
い
の
で
、
別
の
人
物
に
政
権
を

委
ね
て
も
よ
い
と
い
う
ム
ー
ド
が
生
ま
れ
て
い
た
。

第
三
に
も
っ
と
も
大
事
な
こ
と
に
、
国
王
へ
の

信
頼
が
絶
大
で
あ
っ
た
。
一
九
七
三
年
と
一
九
九

二
年
に
大
規
模
な
反
政
府
デ
モ
が
行
わ
れ
る
と
、

国
王
は
首
相
に
引
導
を
渡
し
て
い
た
。
連
合
と
野

党
は
そ
れ
に
な
ら
っ
て
、
首
相
解
任
、
下
院
議
員

以
外
か
ら
の
勅
撰
の
首
相
指
名
を
国
王
に
懇
願
し

た
。
二
○
○
五
年
の
王
権
論
議
以
来
国
王
の
役
割

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
の
で
、
国
王
陛
下
に

お
す
が
り
し
よ
う
と
い
う
呼
び
か
け
は
国
民
向
け

に
は
有
効
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
の

は
、
連
合
や
野
党
の
国
王
介
入
待
望
論
を
垂
れ
流

し
た
活
字
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。

い
か
に
期
待
が
高
ま
っ
て
も
、
首
相
の
更
迭
は

憲
法
に
反
す
る
行
為
で
あ
る
。
連
合
支
持
の
学
者

が
「
憲
法
に
規
定
さ
れ
な
い
事
柄
に
つ
い
て
は
先

例
に
な
ら
う
」
と
い
う
憲
法
七
条
の
条
文
に
よ
り

正
当
化
を
試
み
、
活
字
メ
デ
ィ
ア
の
賛
同
を
得
て

も
、
そ
れ
が
牽
強
付
会
の
議
論
で
あ
る
こ
と
は
明

白
で
あ
っ
た
。
敢
え
て
踏
み
切
る
に
は
十
分
に
正

当
化
し
う
る
事
由
が
必
要
で
あ
る
。

タ
ッ
ク
シ
ン
は
そ
れ
を
見
透
か
す
よ
う
に
、
退

陣
要
求
集
会
に
対
し
て
は
日
頃
の
高
圧
的
な
態
度

を
自
重
し
た
。
警
察
官
は
交
通
整
理
や
秩
序
維
持

の
た
め
に
動
員
さ
れ
た
に
す
ぎ
ず
、
催
涙
弾
や
放

水
ど
こ
ろ
か
、
警
棒
を
使
う
こ
と
す
ら
な
か
っ
た
。

政
府
は
集
会
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
報
道
を
、
当
初

は
Ｔ
Ｖ
（
全
国
ネ
ッ
ト
の
地
上
波
は
政
府
系
五
局
、

唯
一
の
民
放
は
首
相
の
所
有
）
で
は
規
制
し
て
い

た
も
の
の
、
途
中
か
ら
許
す
よ
う
に
な
っ
た
。

集
会
へ
の
対
応
に
格
別
の
落
ち
度
を
見
出
せ
ず
、

し
か
も
総
選
挙
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
尊
重
す

る
と
公
言
す
る
首
相
を
、
国
王
が
解
任
で
き
る
は

ず
は
な
か
っ
た
。
超
法
規
的
な
措
置
へ
の
責
任
は
、

国
王
が
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
連
合
や
野
党
は
国

王
へ
の
敬
愛
の
念
を
表
明
し
な
が
ら
、
無
理
難
題

を
押
し
つ
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

●
選
挙
結
果

総
選
挙
実
施
か
ら
二
日
後
の
四
月
四
日
に
タ
ッ

ク
シ
ン
は
首
相
就
任
を
辞
退
す
る
と
宣
言
し
た
。

頑
な
に
辞
任
を
拒
ん
で
き
た
彼
が
、
総
選
挙
後
の

首
班
指
名
を
受
け
な
い
こ
と
に
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

一
因
は
総
選
挙
で
の
苦
戦
に
あ
っ
た
。

比
例
区
の
得
票
を
見
る
と
、
Ｔ
Ｒ
Ｔ
は
一
六
四

二
万
票
（
五
六
・
四
％
）
を
獲
得
し
、
主
要
野
党

の
ボ
イ
コ
ッ
ト
ゆ
え
に
、
一
○
○
議
席
す
べ
て
を

獲
得
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
前
回
総
選

挙
の
一
八
九
九
万
票
（
五
八
・
七
％
）
を
二
六
○

万
票
ほ
ど
下
回
っ
て
い
た
。

当
初
は
棄
権
も
呼
び
か
け
て
い
た
野
党
三
党
は

白
票
を
投
じ
る
よ
う
に
有
権
者
に
促
す
戦
術
に
転

換
し
た
。
白
票
制
度
は
、
有
権
者
に
投
票
を
義
務

づ
け
た
一
九
九
七
年
憲
法
で
導
入
さ
れ
た
。
こ
の

白
票
が
比
例
区
で
は
前
回
の
三
六
万
票
（
一
・
一

％
）
を
大
き
く
上
回
る
九
○
五
万
票
（
三
一
・
一

％
）
に
も
達
し
た
。
白
票
は
選
挙
区
で
も
多
く
、

四
○
○
の
小
選
挙
区
の
う
ち
七
八
で
は
、
当
選
し

た
Ｔ
Ｒ
Ｔ
候
補
の
得
票
を
上
回
っ
て
い
た
。

加
え
て
、
四
○
の
選
挙
区
で
は
当
選
者
が
確
定

し
な
か
っ
た
。
う
ち
三
八
は
、
候
補
者
の
得
票
数

が
有
権
者
総
数
の
二
割
に
達
し
な
か
っ
た
選
挙
区

で
あ
る
。
こ
れ
は
立
候
補
者
一
名
の
選
挙
区
で
は

当
選
の
た
め
に
は
有
権
者
総
数
の
二
割
以
上
の
得

票
が
必
要
と
選
挙
法
七
四
条
が
規
定
し
て
い
る
た

め
で
あ
る
。
野
党
三
党
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
加
え
て
、

泡
沫
政
党
か
ら
の
候
補
者
の
多
く
が
無
資
格
と
判

定
さ
れ
た
た
め
、
候
補
者
が
Ｔ
Ｒ
Ｔ
の
一
名
だ
け

と
い
う
選
挙
区
は
七
割
に
も
の
ぼ
っ
た
。
野
党
の

白
票
戦
術
が
功
を
奏
し
て
、
民
主
党
の
地
盤
南
部

を
中
心
に
当
選
者
な
し
の
選
挙
区
が
た
く
さ
ん
で

き
た
の
で
あ
る
。

野
党
や
連
合
は
多
数
の
白
票
が
出
た
こ
と
を
勝

利
と
喧
伝
し
、
得
票
が
白
票
に
満
た
な
か
っ
た
候

補
者
の
当
選
無
効
を
声
高
に
要
求
し
た
。
Ｔ
Ｒ
Ｔ

は
地
方
に
も
ま
し
て
、
首
都
で
の
支
持
獲
得
を
重

視
し
て
き
た
た
め
、
首
都
の
当
選
者
三
六
名
の
う

ち
四
分
の
三
が
白
票
に
敗
れ
た
こ
と
に
大
き
な
衝

撃
を
受
け
た
。
そ
れ
は
首
相
が
投
票
日
の
一
九
時

半
に
予
定
し
て
い
た
勝
利
宣
言
の
記
者
会
見
を
突

然
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
こ
と
に
示
さ
れ
て
い
た
。

四
月
四
日
に
首
相
は
国
王
か
ら
呼
び
出
さ
れ
、

同
日
夜
首
相
続
投
辞
退
を
発
表
し
た
。
事
態
収
拾

の
期
待
を
寄
せ
ら
れ
る
国
王
が
強
く
働
き
か
け
た

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
今
年
六
月
九
日
に
は

首
都
で
世
界
中
の
元
首
や
首
脳
を
招
い
て
国
王
の
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即
位
六
○
周
年
記
念
式
典
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

見
苦
し
い
デ
モ
や
集
会
、
あ
る
い
は
非
民
主
的
政

権
は
断
じ
て
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
休
戦
な
い
し
和

解
は
不
可
避
で
あ
っ
た
。
他
方
、
続
投
辞
退
声
明

が
無
念
さ
に
満
ち
溢
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
分
か
る

よ
う
に
、
首
相
に
と
っ
て
は
大
き
な
譲
歩
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
苦
戦
と
は
い
え
大
勝
で
あ
り
、
一

年
ほ
ど
の
う
ち
に
憲
法
改
正
と
国
会
解
散
が
予
定

さ
れ
て
い
た
の
で
、
辞
め
る
に
は
最
善
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
て
お
く
べ
き
で
あ

ろ
う
。

●
国
王
の
発
言
と
裁
判
所
の
政
治
介
入

野
党
や
連
合
は
こ
の
首
相
声
明
後
も
、
首
相
の

政
界
引
退
、
Ｔ
Ｒ
Ｔ
以
外
か
ら
の
新
首
相
選
出
を

要
求
し
続
け
た
。
ま
た
、
野
党
は
総
選
挙
無
効
を

主
張
し
て
、
残
る
四
○
議
席
に
つ
い
て
対
立
候
補

の
立
候
補
抑
止
な
ら
び
に
白
票
奨
励
で
当
選
者
確

定
不
能
へ
追
い
込
む
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
。

選
挙
管
理
委
員
会
は
憲
法
の
規
定
通
り
一
カ
月

以
内
に
五
○
○
名
全
員
の
当
選
を
確
定
す
る
た
め

に
、
四
月
二
日
に
当
選
者
が
決
ま
ら
な
か
っ
た
四

○
の
選
挙
区
で
二
三
日
に
再
選
挙
を
実
施
し
た
。

先
例
に
反
し
て
新
た
な
立
候
補
を
認
め
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
一
九
の
選
挙
区
で
は
候
補
者
が
一
名

に
な
り
、
う
ち
一
四
選
挙
区
で
は
与
党
候
補
者
の

得
票
が
二
割
に
達
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
二
九

日
に
一
四
議
席
の
た
め
に
三
回
目
の
投
票
を
予
定

し
た
。
そ
れ
で
も
な
お
、
全
議
席
確
定
は
難
し
い

と
危
惧
さ
れ
た
。

そ
う
し
た
中
国
王
は
四
月
二
五
日
に
、
認
証
に

訪
れ
た
行
政
裁
判
所
と
最
高
裁
判
所
の
判
事
に
見

解
を
伝
え
た
。
ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
あ
っ
た
。
一
つ

は
勅
撰
首
相
の
任
命
が
憲
法
違
反
ゆ
え
に
不
可
能

と
明
言
し
た
こ
と
、
も
う
一
つ
は
事
態
打
開
を
裁

判
所
に
委
ね
た
こ
と
で
あ
る
。

進
退
を
か
け
て
打
開
策
を
探
れ
と
発
破
を
か
け

ら
れ
た
最
高
裁
、
行
政
裁
、
憲
法
裁
の
三
者
は
調

整
し
な
が
ら
迅
速
に
対
処
す
る
方
針
を
確
認
し
、

ま
ず
四
月
二
八
日
に
翌
日
の
再
々
選
挙
実
施
を
差

し
止
め
た
。
次
に
、
冒
頭
に
紹
介
し
た
よ
う
に
五

月
八
日
に
憲
法
裁
判
所
が
四
月
二
日
総
選
挙
の
無

効
を
決
定
し
た
。
総
選
挙
は
有
効
な
が
ら
や
り
直

し
が
相
当
と
判
断
し
た
あ
る
判
事
が
吐
露
し
た
よ

う
に
、
法
律
論
で
は
な
く
、
政
治
判
断
で
あ
っ
た
。

歓
喜
の
野
党
や
連
合
と
は
対
照
的
に
、
与
党
は

大
い
に
不
満
で
あ
る
も
の
の
、
①
国
王
の
助
言
に

始
ま
る
決
定
で
あ
り
、
②
憲
法
改
正
や
超
法
規
的

措
置
で
選
挙
制
度
が
変
更
さ
れ
な
い
限
り
勝
利
が

確
実
で
も
あ
る
た
め
、
甘
受
し
え
た
。

選
挙
制
度
が
見
直
さ
れ
る
の
か
、
日
程
が
い
つ

に
な
る
の
か
、
Ｔ
Ｒ
Ｔ
解
体
工
作
が
成
功
す
る
の

か
。
未
確
定
な
要
素
が
多
々
残
っ
て
い
る
も
の
の
、

六
月
の
祝
典
を
成
功
さ
せ
た
後
数
カ
月
の
う
ち
に

は
総
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

●
民
主
主
義
に
と
っ
て
の
意
義

連
合
や
野
党
は
首
相
退
陣
要
求
運
動
を
美
化
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
街
頭
政
治
を
過
剰
に
美
化
す

れ
ば
、
政
治
は
不
安
定
を
免
れ
な
い
。
そ
れ
ど
こ

ろ
か
、
勝
ち
目
が
な
い
か
ら
選
挙
を
拒
否
す
る
と

い
う
の
は
言
語
道
断
で
あ
り
、
比
例
区
で
過
半
数

の
得
票
を
し
た
与
党
の
勝
利
を
臆
面
も
な
く
否
定

す
る
の
は
有
権
者
へ
の
愚
弄
で
あ
る
。
こ
う
し
た

脱
民
主
化
勢
力
の
跋
扈
は
民
主
主
義
を
危
機
に
陥

れ
る
。
野
党
や
連
合
に
は
主
権
者
意
識
や
当
事
者

意
識
が
不
足
し
て
も
い
る
。
親
に
す
が
る
子
供
の

よ
う
に
安
易
に
国
王
の
慈
悲
を
あ
て
に
し
、
超
法

規
的
な
措
置
は
あ
り
え
な
い
と
語
ら
せ
た
の
は
咎

で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
連
合
や
野
党
の
荒
唐

無
稽
な
主
張
を
正
論
の
ご
と
く
報
道
し
、
民
主
化

運
動
と
し
て
支
持
し
た
活
字
メ
デ
ィ
ア
の
責
任
も

問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
メ
デ
ィ
ア
に
は
時
流
に

飲
み
込
ま
れ
な
い
、
定
見
が
必
要
で
あ
る
。

最
後
に
、
裁
判
所
も
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。

憲
法
裁
の
五
月
八
日
判
決
は
、
白
票
は
比
例
区
で

は
三
一
（
無
効
票
を
加
え
て
三
七
）
％
、
選
挙
区

で
は
三
三
（
同
四
六
）
％
で
あ
っ
た
と
数
字
を
示

し
た
上
で
、「
白
票
が
有
効
投
票
総
数
の
約
半
分
」、

「
無
効
票
を
加
え
る
と
半
分
を
超
え
そ
う
」
と
述

べ
て
い
る
。
官
報
に
掲
載
さ
れ
る
公
文
書
に
、
こ

の
よ
う
な
杜
撰
な
こ
と
を
書
く
の
は
破
廉
恥
と
い

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
無
理
は
無
理
の
呼
び
水
に
な

る
。
目
先
の
即
効
を
求
め
て
超
法
規
的
な
決
定
を

さ
ら
に
繰
り
返
す
な
ら
ば
、
法
治
主
義
に
支
え
ら

れ
る
民
主
主
義
体
制
は
根
底
か
ら
揺
ら
ぎ
か
ね
な

い
。
そ
れ
ゆ
え
、
違
法
・
違
憲
な
決
定
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
か
ど
う
か
が
民
主
主
義
の
今
後
を
占

う
試
金
石
の
一
つ
に
な
ろ
う
。
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